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「障害者自立支援法廃止」厚生労働大臣の明言受け、広島地裁公判から被告側
方針転換!!
9月19日、新たに厚生労働大臣となった長妻昭氏が障害者自立支援法の廃止を明言しました。これにともなって直近の9月24日に開廷された広島地方裁判所では、被告側から「新政権が支援法を廃止し、新たな制度を作るといっており、その方針を前提に検討する必要がある。時間的猶予を3ヶ月程度ほしい」と述べ、全面的に争うとしてきたこれまでの方針を転換しました。

全国弁護団藤岡毅事務局長は、「経験したことの無い新しい歴史的な転換が感じられる。障害者が尊厳ある人間として社会生活を送りたいと求めてきた闘いに光が見えてきた」とコメントしました。法廷の場で、国の代理人が、従来の主張を見直すという宣言は、戦後の裁判では皆無のことであり、訴訟や運動、世論の大きな広がりの成果です。

それ以後開廷された和歌山・盛岡地裁(9/29)、さいたま地裁(9/30)でも被告側から同様の対応がされています。

また、与党・民主党からの働きかけが非公式にある中、9月28日の全国弁護団と勝利をめざす会の合同会議がもたれました。会議では、「①原告の思いを尊重する。10/7に原告者会議を開催する。②全国弁護団として10/8に会議を持つ。③10/1第三次提訴は、各地で原告と勝利をめざす会とで判断する。④全国の弁論期日は粛々とすすめる。⑤次回の会議を10/21に開催する。」などが決まりました。
9月29日には大阪の世話人会議が開催され、前日の会議内容を参加した雨田事務局長から報告をうけ、10/6に大阪弁護団主催の「原告のご意見を伺う会」の開催が提案されました。
10月1日に第三次提訴を予定していた奥村さんのお父さん(高槻)は、「提訴の準備を進めてきたが、直前に新たな報道があり悩んでいた。迷いもあって判断が付かない」と、大阪の提訴は延期されました。全国的には、7名(福岡1名・神戸2名・愛知1名・東京3名)の方が提訴されました。

[image: image4.wmf]9月29日に政府から、訴訟原告団・弁護団に対して「障害者自立支援法の解決に向けての話し合いの場を設けたいので調整を」と公式に申し入れがあり、話し合いのテーブルにつくための前段階として、政府からの「申し入れ」による「面談」が10月6日に開催されました。ここでの「申し入れ」と面談内容をもとに、10月6日夜に大阪の「原告のご意見を伺う会」、10月7日に東京で「原告並びに勝利をめざす会実務代表者会議」が開催されました。
(10/6、10/7の会議内容は裏面を参照して下さい)

第5回公判10/15被告方針転換発言
爽やかな秋晴れのもと10月15日（木）午前11時より11時30分すぎまで第5回口頭弁論期日が大阪地方裁判所2階202号法廷で開催されました。
まず冒頭で、被告より訴訟進行についてのお願いがあるとし、広島地裁以降の公判と同様の趣旨で、公判に猶予をいただきたいとの発言がありました。
その後、法廷では、寺本さんのお姉さん、井本さん、H・Iさんがそれぞれ意見陳述され、大阪で提訴している11人全員の陳述が一巡しました。
被告からの「反論の準備書面が間に合わないので、次回期日を1月下旬にしてほしい」との申し出に対し、裁判長が「次回12月期日を取りやめて2月期日にしては」と提案しました。原告代理人は、

「2月まではかなり日があくので、こちらの準備書面の説明を12月期日にしたい」と12月の開廷を主張しましたが、「裁判所としては被告準備書面の前提が崩れているので、12月は無しとし2月16日午前11時からとしたい」と裁判長の決定が下りました。

もっと支援時間をください!　　　　

井本園子　
目が不自由と言っても、私のように生後三ヶ月で失明して，見えるということがどんなことかもわからない者から，自転車に乗れるほどのいわゆる弱視の人までいろいろあります。また，昔見えていて，途中失明で，物を見たことがありながら，全盲になった人もいます。でも，私のような人は，色彩感覚は全く在りません。

私が一番困っていることは，服を選ぶことです。持ち物，つまり鞄などの色と服装の色とがわからなければ，みられたものではないということ，これをヘルパーさんから教わりました。そこで，服装ひとつ選ぶのにも，人の目を借りなければなりません。ヘルパー制度ができたときは，どれほど嬉しかったことか。
でも，そのうちにそれも時間に制限ができ，私は月８０時間をもらいました。でも，１５０時間以上ももらった人があり，それがいけなかったのか，そのうちに，月５０時間に制限されてしまいました。それも，自治体によっては，もっと余計に時間をもらえるところもあるのです。つまり，私たちの住んでいる堺市では，２５時間は無料であとの２５時間は１割負担です。５０時間を超えると，全額負担しなければなりません。

私たちのような年金生活者には，これでは自由に動けません。せめて月８０時間はいただきたいのです。１００時間以上くれとはいいません。それから，時間もまちまちではなく，自治体で統一してほしいのです。私は，お稽古事をふたつからひとつに減らしました。それも，ボランティアに等しいほどのわずかな月謝で習っています。各自治体が，せめて８０時間に統一していただけないものでしょうか。

桜がきれいに咲く季節になれば，私も人並みに，桜の咲く道を歩きたいのです。たとえ桜が見えなくても，雰囲気はわかるし，それを楽しみたいのです。そのくらいの権利があってもいいのではないでしょうか。政権交代があって，自立支援法が見直されるというニュースを聞きました。私の願いが叶うように期待しています。
すべての障害者が安心して生活できる制度に! 　 
 H・Iさん  　　

私は昭和３１年３月２７日、高槻で生まれました。体重2000ｇの未熟児でした。誕生後１０ヶ月の時、大阪医科大で脳性麻痺と診断されました。病院で機能訓練を受けました。当時は地域で障害児を受け入れる学校がありませんでした。

そこで、大阪市立光陽養護学校に入学し、母の付き添いで７年間通学しました。その後大阪府立茨木養護学校に転校し、スクールバスが利用できるようになったので母もほっとしました。

昭和５０年３月に、茨木養護学校を卒業しました。しかし，将来への展望が見えませんでした。同じころ，子どもの将来に不安を感じた高槻の親たちが，作業所を作る運動を始めました。私の父もその一人でした。このようにして，『わかくさ共同作業所』が出来ました。

昭和５３年３月から、私は，毎日『わかくさ』へ通うようになりました。作業所の仲間たちと上手に付き合えるかの不安もありましたが、一緒に作業することでその不安も解消されました。自分が働いて、自分が初めて給料を手にした時の喜びは、今も覚えています。どんな障害を持っていても働けるということを強く感じました。

昭和６０年４月には，認可施設『わかくさ障害者作業所』になりました。その後，作業所も増え，『わかくさ』全体では約１５０名の障害を持つ仲間たちが通っています。私は仲間の気持ちを代表して，裁判に参加しました。

『障害者自立支援法』ができて、障害者が生活する事すべてに負担を求められるようになりました。私は今，わかくさ作業所でクッキーを作る仕事をしています。仕事は仲間たちと一緒に楽しくやっています。給料は，月５１００円になります。利用料で１５００円をとられます。食費などを合わせると給料をこえる金額を毎月払わなければなりません。働きに来ているのに，なぜ利用料を払わなければならないのか納得できません。

他の施設では、この利用料が払えず仕方なしに作業所をやめていった仲間がいた事も聞きました。この人たちは今、どうしているのでしょう？

就職がむずかしい障害者には、作業所は『働く場』としてかけがえのないものです。この法律が出来てから、私も何度か東京へ足を運び、集会や国会議員への要請行動に参加し，自立支援法の改善を訴えました。しかし、根本的な解決には裁判しかないと思い、原告の一人として立ち上がりました。

８月の総選挙で政権が代わり、『障害者自立支援法』が廃止されると言われています。この裁判を通じて私たちの主張が認められ、すべての障害者が、安心して生活が出来る制度にしてほしいと強く願っています。

(寺本さんのお姉さんの意見陳述は、次号掲載とします。)

報告集会には120名が参加
最初に、辻川弁護士から、長妻発言以後の訴訟の動きに関する経過報告と公判の中身の報告がありました。
高江弁護士から、第5準備書面として、一つは、6月の公判での主張である「憲法違反」であることのさらに詳しい展開を、二つは、国が導入した5つの理由(①誰でも利用できる制度にした②費用負担で権利意識が高まる③他の社会保障制度との整合性④国の財政負担への考慮⑤軽減措置を講じている)に対する反論をしている、昨日裁判所に提出し、次回公判で説明する予定なので楽しみにしておいてほしいと報告がありました。
意見陳述された井本さんは、「言いたいことはまだまだいっぱいあるが、時間的に無理だった。あがり症なので難儀した」、寺本さん(姉)は、「緊張したが文面を読み終えてほっとした。言葉を選びながら文章を作った。裁判所に伝わればと思う」。Ｈ・Ｉさんは、「緊張で頭が真っ白になりかけた。運動の成果で(情勢が)ここまで来たんだなあと思う。これからも頑張りたい」と発言しました。
最後に、世話人である、きょうされん大阪支部・山本支部長は「訴訟に影響を与える動きがあるが、今後、違憲であることを主張しないといけない。10・30大フォーラムを大きく成功させよう」と締めくくりました。

原告懇談会 　公判、報告集会に引き続き、原告・弁護団・めざす会事務局の懇談会が13時から15時まで開催され32名が参加しました。公判の感想、東京での10/7会議報告、11/29集会のリレートーク、原告団の立ち上げになどついて意見交換しました。
次回会議を11月10日(火)午後2時～(場所未定)とすることを決め終了しました。
10/6原告の意見を伺う会開催

大阪弁護団では、10月6日(火)夕方5時15分から2時間、大阪府社会福祉会館にて「原告の意見を伺う会」を開催しました。この会議には、弁護団・大阪の原告・原告補佐人・支援者・勝利をめざす大阪の会事務局など35名が参加しました。

青木弁護士より、この間の動き、特に9/28の合同会議の内容がくわしく報告されたのに続き、同日朝、東京で行われた、「話し合いのテーブルにつくための前段階」として政府からの「申し入れ」を聞くための「面談」に参加した辻川弁護士が内容を報告しました。
これらを受けて、栂・金澤・松田・堀口・大江・HI(原告)、岡島母・大江母・ひだか母(原告補佐人)がそれぞれ発言しました。

「なぜ3ヶ月の猶予がいるのか。制度が悪かったと謝罪してほしい」「3ヶ月の間に国が勝手に決めてしまわないか心配」「4年後に政権がまた変わるかもしれない。応益負担に戻さないと誓約書をとるべきだ」「話し合いに応じて国の話も聞きたい」「15日の意見陳述でちゃんとわかってもらえるか不安」「話し合いは並行して行いながら裁判は続けたい」など今後の訴訟の行方などに対する思いが出されました。また、栂さんから「大阪の原告団を作っていきたい」という積極的なよびかけがあり、次回の原告懇談会で話し合うことになりました。
10/7原告並びに勝利をめざす会実務代表者会議
10月7日(水)には、東京・戸山サンライズにて午後1時30分から5時まで、国からの提案など情報を共有し、原告の意見をしっかり聞く場としての会議が開催されました。

岩手、埼玉、東京、愛知、滋賀、奈良、和歌山、京都、大阪、兵庫、岡山、広島、福岡、鹿児島から80名が参加し、40名の原告・原告補佐人全員が発言しました。

大阪からは、栂・金澤・松田・HI(原告)、ひだか母(原告補佐人)

丸野(わかくさ)、木津・西村(さつき)、大山(松田さん介助)、雨田・長谷川(めざす会事務局)が参加しました。
10月6日の国との面談内容とこれに参加した人の感想と意見を聞いたあと、40名の原告・原告補佐人全員が発言し、熱気あふれる会合となりました。
ほとんどの方は「話し合いに応じてもいいが、訴訟は別。並行して訴訟はすべき。これからも続けたい」を基本に発言されていました。
「すでに15年前に無理心中したい状況だった。施設の人たちはよくやってくれる。その施設が日払いだし、福祉労働者の労働条件もよくない。裁判はぜひつづけたい」「施設に訓練に行っているのだから利用料を支払うのは当然と、行政に言われ、訴訟に立ち上がった。」「お金を返せ、慰謝料請求ではなく、生存権を返してほしいと訴えている。応益負担二度としないと約束しないと納得できない訴訟は続けたい」「年金が収入とみなされていること、区分認定制度もやめてもらいたい。人間としての尊厳を守る壮大な闘いだと思っている」「生きるのにお金を払うのはいや。応能もいや。誰でも障害者になる。国は信用できない。油断できない」「ずっと傷つけられてきた。どんな制度になるかわからないのに訴訟はやめられない。実態を知らせていきたいし、こちらからの提案をすべき」「6日の面談内容に好感は持てる。人生をかけて取り組もうと原告になった。周囲の目も変わった。私たちが主導権を握り、交渉していきたい。この機会を利用すればよい。きちんとしたものを皆で力を合わせて作っていきたい。将来、自分たちが頑張ったと評価できるよう頑張りたい」「施設が成り立つ制度にしたい。支援量が少なすぎる。低いボーダーラインで手を打つことが、他の分野の制度にも影響するので慎重に」「自公にこそ謝ってもらいたい。裁判を維持しながら話し合いをする」

大阪からは、「障害者の笑顔をなくすような法律はなくしてほしい。話し合っていい法律を。訴訟は続けたい。笑顔でいたい。」(栂)「何をするにもヘルパーさんが必要。自立支援法になってお金のいることばかり。車椅子にも医者にも。年金生活なので生活が圧迫されている。」(松田)「働きに行くのにお金がいることの矛盾。廃止といわれても本当かな?と思う。話し合いもしながら訴訟も進めればよい。」(HI)「重度障害の子を育てながら、いかに働き続けるのかと、学保などの運動を20年続けてきたら、はや定年に。生きることに応能はありえない。納得できるまで裁判を」(ひだか母)「はじめは、介護保険制度に対して訴訟起こしたかったぐらい。年齢によって障害者が差別されているのも許せない。高齢者の支援をもっと。」(金澤)と発言しました。

会議のまとめは行わず、原告の意見を8日の全国弁護団会議に伝え、さらに検討を進めていくことが確認されました。
とどけ、原告の声！なくせ、障害者自立支援法！

～障害者自立支援法訴訟の勝利をめざす近畿ブロック集会～

と　き：11月29日（日）13時～16時

ところ：大阪府福祉人権推進センター・ヒューマインド

（大阪市浪速区久保吉2-2-3、最寄り駅ＪＲ環状線「芦原橋」）

内　容：原告からの訴え、訴訟の意義と争点　など
主　催：近畿ブロック集会実行委員会
障害者自立支援法訴訟の勝利を
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